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１. 事業の背景・目的 

特定フロン（CFC、HCFC）の代替として開発されオゾン層破壊のおそれがない代替フロン

HFC）は、冷凍空調機器の冷媒や発泡剤等として利用されており、特定フロンからの転換が進

むにつれて使用量・排出量が増加しつつある。しかしながらHFCは、大気中に長期間に亘って

安定に存在し、かつ極めて高い温室効果を有する化合物であることから、パリ協定において

排出削減対象ガスに指定され、排出削減のための対策が進められている。さらに、2016年10

月ルワンダの首都キガリにおいて開催されたモントリオール議定書第28回締約国会合

(MOP28)において、新たにHFCの生産及び消費量の段階的削減義務を定める旨のモントリオ

ール議定書の改正が採択された。本改正で先進国は、HFC生産・消費量を2011-2013年の平

均数量から最終的には2036年までに85%を段階的に削減する目標が定められており、既存冷

媒物質の継続使用ではこの目標を達成できないことが予想されている。このことからも、地球

温暖化への影響が極めて少ない冷媒（以下「次世代冷媒」という。）及びそれらを使用した冷

凍空調機器の早期開発が急務となっている。 

一方で、現在の次世代冷媒候補は、いずれも従来のHFC冷媒適用機器と同等の機器性能

を維持、あるいはそれ以上の性能とするための技術的ハードルが高いことに加え、安全性に

おいても課題（燃焼性、化学的不安定性等）を有するとされる。 

こうした状況をふまえ、本事業では、次世代冷媒の基本特性を把握し、同時に次世代冷媒

の持つ課題に対する安全性・リスク評価方法を確立し、国内安全基準の策定や国際規格化・

標準化策定に取り組むことで、次世代冷媒を使用した省エネ冷凍空調機器の開発基盤を整

備し、製品の市場投入に貢献することをねらいとして、業務用冷凍冷蔵機器及び家庭用空調

機器を主とする中小型規模の冷凍空調機器に使用する次世代冷媒の安全性・リスク評価手

法を確立する研究開発を実施する。 

 

２. 研究開発等の内容と委託予定先 

【1】次世代冷媒の基本特性に関するデータ取得及び評価（委託事業） 

数値計算や室内実験により、基本特性の評価試験（熱物性、燃焼性、伝熱特性、ヒートポ

ンプサイクル性能など）を行う。さらに、実用化評価試験（実環境を加味した冷媒特性評価、混

合冷媒比率の最適化など）に関するデータ取得および評価を実施する。 
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３. 事業期間 

平成30年度～平成34年度（予定） 

 

４. 事業予算 

平成30年度 2.5億円 

 

以上 


